
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員 紹 介（ゆきぐみ） 

 

くまのこだより 
令和２年（２０２０）年１１月２日(月)発行 

さくらが丘保育園 

園だより ＮＯ．４２３号 １２月の行事予定 

４日（金）避難訓練 

9 日（水）発表会予行 

１９日（土）発表会 

 ２５日（金）誕生会 

 ２９日（火）～令和３年１月３日（日） 

年末年始のため休園となります。 

 

 

教えてください。こんなこと。 

①名前 

②こどものころ好きだった遊び 

１１月の行事予定 

5 日（木）ほしぐみおでかけ保育（三徳園） 

     緊急地震速報訓練 

１０日（火）総合避難訓練 

１８日（水）劇団すぎのこ公園「おむすびころりん」 

（ほし・そらぐみ） 

２０日（金）誕生会 

２７日（金）健脚活動 

 

 

     一緒に喜び合う時間 

 

２歳児になると、さらに興味が広がります。例えば、給食での食材を見て「これ何？」と保育者に

聞いて来ます。ただ給食を食べるだけでなく、こどもたちは「きゅうり」や「大根」などと食材に興

味を持ちながら食べています。時には苦手な物があったり、食べず嫌いの物があると、「いらない」

と言って残してしまうことがあります。 

ある日の給食の時間のこと。A さんは、なすだけを残し、「いらん」と言いながら皿を避けて他の

好きな食べ物だけを食べていました。私はそんな A さんの気持ちを受け止めながら、「じゃあ小さく

切って食べてみる？」や「ごはんと一緒に食べてみる？」と声をかけると A さんは一口食べることが

できました。今まで自分では食べようとせずに「いらん」と言っていたなすを食べた Aさんに私はび

っくりしましたが、「すごいね、食べられたね」と私の思いを言葉で伝えました。すると、Ａさんは

「食べれた」と嬉しそうな顔を見せ、「おかわりする」とおかわりもしてなすを食べました。A さん

は保育者に褒められて嬉しかったのもあると思いますが、苦手な物を「自分で食べられた」「おかわ

りできた」という嬉しさもあったと思います。 

誰でも「すごいね」や「できたね」、「食べられたね」など褒められると嬉しい気持ちになり、「ま

た食べてみよう」という自信にもつながると思います。こどもたちの“できたこと”をたくさん見つ

け、一緒に喜び合い、少しでもこどもの自信につながるような言葉がけをしていきたいです。 

 

                                     逸見 祐紀 

 

 

BOXティッシュに 

ついてのお願い 
 

保育園で使用しているティッシュペーパー

を、こども一人につき一箱（袋）ずつご持参

ください。ご協力をお願いします。 

 朝の検診場所に、回収用の箱と名簿を用意

しておきますので、入れられた方は名簿に○

をお願いします。 

①佐藤 麻美 

②折り紙と縄跳びが好き

で毎日していたことを覚え

ています。折り紙では、みん

なから「教えて」と言われ

ることがすごく嬉しく、得意

気になっていました。 

①柿本 純子 

②戸外で遊ぶことが好き

でした。姉と一緒に姉の友

だちと山や川に行ってい

ました。山に水晶を取りに

行ったり、田原でキャンプ

をしていました。 

駐車場の利用 

について 
 

・安全のため駐車場は必ずエンジンをお切りく

ださい。 

・駐車場内は徐行し、横断歩道手前での一時停

止をお願いします。 

①薮木 知花 

②虫探しをすることが好

きでした。友だちと一緒に

公園でバッタを捕まえた

り、網を片手にトンボを捕

まえたりしてました。 

 

就学時健診予定（そらぐみ） 

１１月 ５日（木）桜が丘小学校 

１１月１０日（火）山陽小学校 

１１月２０日（金）石相小学校 

ＨＰのアドレス 

https://sakuragaoka.okayamakodomokyoukai.jp 

住所  赤磐市桜が丘東 6-6-704 

電話      (086)995-0104 

IP 電話    050-3494-4820 

FAX       (086)995-0164 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の１枚 

テーマ 

<秋を感じて歩く> 

 

 どんぐり公園に散歩に行きました。白線を見ながら内側を歩くこと、友だちと手を離

さずに歩くことに気をつけながら歩くことができました。歩きながら「ちょうちょがお

った」と言ったり、きれいなお花を見つけたりといろいろなものを見つけながら歩くこ

とを楽しみました。これからも自然や風を感じながらそして友だちと歩く楽しさを味わ

えるように散歩の機会を増やしていきます。     逸見 祐紀 

 

 9 月から、徐々に距離を伸ばして出かけています。始

めは山裏やあいさつ道路で、小さな秋を見つけていまし

たが、続けているうちに遠くまで歩いても、つまずいた

り転んだりすることが少なくなりました。 

 歩く経験を日々の保育にどんどん取り入れて、周りの 

自然の変化に気付き、体

力を付ける機会にしてい

きたいです。 

大﨑 久美子 

 歩いたり、散歩車に乗ったりしながら

園内探索を楽しんでいます。靴にも慣

れ、バランスをとりながら 保育者の後

を追いかけたり、気になる場所にトコト

コ歩いたりして、最近では長い距離も歩

くことができるようになりました。 

外に出ると、その季節の自然にも出会

え、見て、触れて刺激がいっぱいのこど

もたちです。 

矢野 怜佳 

ぞうさん公園へ散歩に行きました。 

久しぶりの散歩ということもあり、みんな楽しみにし

ていました。 

２人組で手を繋いで歩き、横断歩道を渡るときはしっ

かりと左右の確認をしていました。 

歩いている道中に、「公園にドングリ落ちているか

な？」と期待する声があり、友だちと会話を楽しみなが

ら歩くことができました。 

園外を散歩することで園周辺の自然にふれることが

できました。 

歌田 翔志 

 園から約2.5 Km先にある花の公園に行きました。

長い距離を歩いたこともあり「疲れた」「まだ着かな

いん」と言う子がいましたが、公園に到着すると滑

り台やブランコをしたり、斜面を走って登ったり下

りたりしてしっかり身体を動かして遊んでいまし

た。帰り道は「楽しかったね」と友だちと話しなが

ら帰りました。 

 小学生になると、自分で歩いて登校するようにな

ります。散歩に行く中で自然に触れる楽しさを味わ

うと共に、自分の力でしっかり歩ける体力も身に付

けていきたいです。          尾澤 舞 

散歩バッグをもってどんぐり公園まで散

歩に行きました。公園に着くとさっそく大

きな石とたくさんの葉っぱで、バッグをぱ

んぱんにしているこどもたちでした。重た

くなったバッグを大事にさげながら坂道を

自分の足で上りきりました。園では感じら

れない自然を、感じながら、しっかり歩け

る身体づくりをしていきたいと思います。 

佐藤 麻美 


